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わ れわれ はマウス対Salmonella enteritidisの関係 にお

ける実験的サ ル モネ ラ症 におい て,感 染,発 症,免 疫の

機構 を形態学的に研究 してきたが1～7)。今回はサ ル モ ネ

ラ菌感染 マ ウスに対す るニ トロフラ ン剤 と常用 各種抗生

剤 の治療効 果を組 織学的に比較検討 したので報 告す る。

実験 材料お よび方法

使用 菌株:Salmonella enteritidis RB1株 。 本菌株 は生

菌数107個 をマ ウス腹腔内接種 して もマ ウスを致死 させ

ない弱毒変異株であ る。本 菌株 は実験に使用 した ニ トロ

フラン剤お よび抗生剤 に対 して,in vitroで の抗菌試 験

に お い てFT:<0.20μg/ml,ABPC:<0.20,KM

:3.12,CP:0.78,CER:3.12の 感受 性を 示 した。

接種菌量お よび感染経 路:普 通寒天培地 に37℃18時 間

培養 した菌苔 をかき とつて生食水に4～8×107/mlの 割

合に浮遊 した菌液 の0.5mlず つを マウス腹腔 内に注射

した。

実 験動物:ICR系 のSPFと して市販(日 本 ク レア)

されてい る5～7週 令マ ウスを雌 雄の別 な く用い た。

供試 薬剤 と投与 方法:実 験動 物を2群 にわ け,第1群

には菌接種 後た だちにニ トロフラン剤 としてパ ソフラゾ

S(FT)を02ml経 口的 に,抗 生剤 と して硫酸 カナマイ

シン(KM),ク ロラムフェニ コール(CP),セ ファロ リ

ジ ン(CER)お よび ア ミノベ ンジルペニ シ リン(ABPC)

の0.1mlを 大腿筋肉 内に注射 し,第2群 は菌接種24時

間後に ど うよ うに薬剤を投与 した。各 薬剤の量は1日1

回2mgで あ る。治 療薬剤は両群 ともに4日 間 連続投与

後,5日 目に屠 殺 した。

組織標 本の作製法;菌 数 計 算 に 供 し た肝 の 残 部 を

Zenkerformo1固 定 し,型 の とお りパ ラフ ィン切片 を作

製 し,H-E染 色,PAS染 色な どを施 して検鏡 した。

Table 1 Treated groups 24 hours after inoculation of Salmonella enteritidis

Table 2 Treated group within 24 hours after inoculation of Salmonella enteritidis
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Fig. 1 Abscess type of living vaccine nodule; 
Nodules of abscess type were mainly 
composed of neutrophiles and a few 
histiocytic cells. (H-E stain)

Fig. 2 Histiocytic type of living vaccine nodule; 
Nodules of histiocytic type consisted of 
histiocytic cells and epithelioid cells. 

(H-E stain)

Fig. 3 Monocytic type of living vaccine nodule; 
Nodules of monocytic type were composed 
of monocytic cells with small round cy-
toplasms and pycnotic round nuclei. 
(H-E stain.)

Fig. 4 The liver of mice treated with FT; 

Hypertrophy of Kupffer's cells was noti-

ced but few nodules were found.
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治療 薬の効 果判 定法:治 療効果 の判定 には肝 に形成 さ

れたチフス結節 の多寡 と種類,星 細胞 の反応,肝 細胞 の

壊死 な どを参考 に した。 すなわち,従 来 われわれは実験

的 チフス症 において マウスの肝,脾 な どに形成 され るチ

フス結節 を生 菌結 節 と死 菌結節にわけ たが,今 回は治療

効果 を厳密 に判定 するために,生 菌結節 を さらに3型 に

分類 した。(1)好中 球の関与 の多い膿瘍型(Fig.1)。(2)明

る く大 きい胞体 と淡 明な核 を有す る組織 球性細胞 を主成

分 とす る組織球型(Fig.2)。(3)核 質に富む 円形 ない し楕

円形核 と乏 しい胞体 を有 す る細胞か らな り小型 の結節 を

形成す る単球型(Fig.3)で ある。 これ ら3種 の結節 間

には多少の移行型 がみ られ るが分類 は容 易で混乱 するこ

とはない。

実 験 成 績

実験成績を総括 してTable1,2に 示 した。菌接種 後

24時 間内治療 群では膿瘍型結節 はABPC,FT両 群 で

は認め られず,CP群 に最 も多 く形成 され ていた。 組織

球型結節 はCP,CER群 に多 くKM,ABPC,FT群

には少な く,単 球型結節 は全群 を通 じて 出現 し薬剤間 に

差異 を認 めない。チ フス結節 の数は治療 群が対照群 に比

して遙 かに少 な くまた肝細胞の壊死 もみ られなかった。

菌接種24時 間後治療 群におい ては,チ フス結節の 数は

前群 に比 して全般 的に増加 してい る。結節 の種類をみ る

とFT治 療群で は膿瘍型結節 は全 く形成 されず,ま た組

織 球型結節 数も全群 中で最 も少ない。前 群で結 節形成抑

制効果 を示 したABPC,KM群 も,24時 間後治療 を開

始 した場合 は無処置 対照群 に比 してほ とん ど有意の差を

示 さず多 数の結節 が形成 されてい る。 しか し肝 細胞の壊

死について は対 照群 では認 めた例 もあ るのに反 し,治 療

群で は全 くみ られなかつた。

膿瘍型生菌結節 は宿 主側に比 して寄生側 の勢力が強い

場合,た とえば 強毒生 菌注射 や,大 量の生菌 を注射 した

場合に形成 され る。組織 球型結節は宿主側 と寄生側 の間

に1種 の均衡状態が保 たれ ている よ うな場合,た とえば

弱毒生菌の適量を投与 して動 物 も死 亡せず,し か も菌 も

長期にわた り生体 内で生存を続 け るよ うな場合 に形成 さ

れ るこ とが多 い。単球型結節 は細胞 や組織 の傷害 に対 す

る宿主の反応 と考え るこ とがで きる。

チフス結節 の数 と結節 の種類 な どを基 準 として薬剤 の

治療効果 を検討す ると,24時 間内治療 群で はABPCと

FTが 最 も治療効果 が高 く,2位 がKM,3位 がCERで

CPが 最下位であ る。24時 間後治療開始群で もFTが 最

もす ぐれ,2位KM,3位ABPCとCPで,前 実験

群でか な り優秀 な効果を示 したABPCは 本群 では対照

群 に比 してほ とん ど差が な く,膿 瘍 型を含む多 数のチ フ

ス結節形成 を許 してい る。 したがつ て,全 実験群 を通 じ

て最 も治療効 果の高 いのはFTで,つ いでKMと 思わ

れ る(Fig.4)。

結 論

1.　マウス対Salmonella enteritidisの関係にお ける実

験的サル モネラ症 に対 してFT,KM,CER,ABPC,

CPの 治療効 果を比較検討 した。

2.　治療効果 の判 定基 準に はマウス肝 に形成 され るチ

フス結節の組織学上 の種類 と数を用 いた。

3.　その結果,総 合的にFTが 最 もす ぐれた治療効果

を示 し,つ いでKMで あ るが,そ の効 果は遥かに低 い。
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The therapeutic effect of FT and other antibiotics administered to the mice in experimental Salmone-

llosis was histologically evaluated. The judgement of the effect was made according to the presence, 

size and kind of typhoid nodules produced in the animal's livers. 

As a result, it was found that the FT-treated group showed the best therapeutic effect forming the 

least nodules, with the KM-treated group second on the list. But the effects of KM and the others 

were found far less than that of FT. 


